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Abstract
　The Guidelines for Elementary School’s Course of Study “Life Environment” were revised 
in 2017, and the start curriculum was organized at the beginning of elementary school in order 
to smoothly connect early childhood education and elementary school education. The start 
curriculum connects the “five aims and contents” of early childhood education with the contents 
of each subject of elementary school education in order to develop the qualities and abilities 
nurtured by early childhood education and to make learning after elementary school more 
reliable. We examined how to organize and put it into practice through practical examples. As a 
result, 1. First seven days of admission, children can work on school life with peace of mind by 
implementing an extra curriculum, such a setting the time and setting of the place according 
to the rhythm of life in early childhood before enrollment. In doing so, it is necessary to explain 
to the whole at the staff meeting and to carry out common initiatives by all staff, rather than 
only the first-year homeroom teacher simply understood. 2. In the extra curriculum, the course 
time was shortened, and after two months, the transition to a normal curriculum was gradually 
shifted, but the challenge is how to make the transition in line with the actual situation of the 
children. 3. We introduce exchange activities with classmates and senior students, and made 
consideration of being able to conduct cooperative activities and experiences, but it is necessary 
to develop into various activities with the cooperation of local people and family members. 4. It is 
necessary not only for teachers in charge of lower grades, but also for teachers in charge of each 
grade to work together to enhance the overall education of the lower grades.
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１　はじめに
　平成元年の学習指導要領の改訂において，小学校低
学年に「生活科」が新設され，平成29年７月には３回
目の改訂が行われ，文部科学省から新しい方向性が示
された。
　今回の改訂では，小学校入学当初に求められること
として，幼児期における遊びを通した総合的な学びか
ら他教科等における学習に円滑に移行し，主体的に自
己を発揮しながらより自覚的な学びに向かうことが可
能になるようにすることが新たに示された。
　遊びや生活を通して総合的に学んでいく幼児期の教
育課程と各教科の学習の内容を系統的に学ぶ等の児童
期の教育課程は，内容や進め方が大きく違っている。
そこで，小学校入学当初に，幼児期の豊かな学びと育
ちを踏まえて，小学校の生活や学習になじんでいく場
面を設定することがスタートカリキュラムに求められ
ている。
 ２　生活科の役割
　スタートカリキュラムは前回の平成20年の改訂で
「学校生活への適応がはかられるように，合科的な指
導を行うことなどの工夫により第１学年入学当初のカ
リキュラムを改善する」と示された。平成20年度の改
訂で「小学校入学当初においては，幼児期において自
発的な活動としての遊びを通して育まれて来たこと
が，各教科における学習に円滑に接続されるよう，生
活科を中心に，合科的・関連的な指導や弾力的な時間
の設定など，指導の工夫や指導計画の作成を行うこと」
と示された。
　さらに，平成29年度の改訂で，「他教科との関連を
積極的に図り，指導の効果を高め，低学年における教
育全体の充実を図り，中学年以降の教育へ円滑に接続
できるようにするとともに，幼稚園教育要領に示す幼
児期の終わりまでに育ってほしい姿との関連を考慮す
ること。特に小学校入学当初においては，幼児期にお
ける遊びを通した総合的な学びから他教科等における
学習に円滑に移行し，主体的に自己を発揮しながら，
より自覚的な学びに向かうこと可能となるようにする
こと。その際，生活科を中心とした総合的・関連的な
指導や，弾力的な時間の設定を行うなどの工夫をする
こと。」と明記された１）。
　小学校入学時の児童にとっての幼稚園との段差を解
消するために，幼児の発達特性や学びや育ちを幼稚園
やこども園，保育園との交流で知り，それを基にカリ
キュラムを作成することが大切である。
３　スタートカリキュラム編成の視点  
　文部科学省のスタートカリキュラム・スタートブッ
ク２）によれば，スタートカリキュラム編成の視点と
して以下の４点があげられる。
　まず第１は，入学時の児童が安心して学校生活に取
り組むことができるという視点である。幼稚園，こど
も園，保育園に近い活動を取り入れること。それまで
の幼児の時の生活リズムに合わせた時間の設定や場の
設定をすること。
　第２は，一日の流れを意識した学習活動を配列した
り児童の実態や学習活動に応じたモジュール学習や２
時間続きの学習などを工夫すること。
　第３に，友だちと力を合わせての活動や体験を行う
ことで，学びに向かう力が育むことができるようにす
ること。
　第４に，１年生の担任だけでなく学校全体で取り組
むことで，他の学年とも交流や声かけができるように
し，上級生や他の学年の教師からも認められるように
していくこと。
　このように，スタートカリキュラムは，幼児期にお
ける５領域の「ねらいと内容」を遊びや生活を通して
学んできているということを前提に，小学校教育の各
教科等の学習内容を系統的に配列した学びをつなぐも
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のといえる。
　そこで本論文では，小学校教育におけるスタートカ
リキュラムの実践事例を通じて，小学校低学年におけ
る生活科の役割とスタートカリキュラム編成の視点に
ついて考察を行う。
４　実践事例３）
（1）　カリキュラムの目的
　幼児教育と小学校教育の接続の時期に，保育園，幼
稚園，小学校で見られる子どもの姿を「関係発達」の
視点からとらえて適切に働きかけたり，保育園，幼稚
園，小学校の保育・教育活動の大きな違いを小さく，
またつながったものにしたりしながら，新入生の小学
校生活や新しい人間関係へとスムーズな適応を図るこ
と。
（2）　具体的な内容と計画の概要
　保育園や幼稚園と小学校の生活の様々な違い（※
「型」と「内容」の二種類）を意識しながら指導する
ことで，子ども一人一人が新しい環境や友だちとの関
係にしっかりと慣れることができるようにする。さら
に，これまでに子どもたちが身に付けている力を丁寧
に確かめ，その上に積み重ねていくことができるよう
にする。
　○ 違い…「型」として，チャイム，時間割，個人用
の机・椅子，先生が指示する言葉，広い敷地・校
舎等「内容」として，遊び中心の生活と学び中心
の生活等
　○ 積み重ね…興味・関心，自分のこと，人（大人や
子ども）及び集団との子どもとのかかわり方
①Ⅰ期…４月10日（木）～ 11日（金），14日（月）～
17日（木）　
　 　子どもたち一人一人が，ご家庭・保育園や幼稚園
などで経験してきたこと・できるようになっている
ことを確かめながら，丁寧に活動を展開する。小学
校のさまざまな生活場面を体験的に知ることができ
るようにする。　
②Ⅱ期…４月18日（金），21日（月）～ 25日（金）
　 　自分から小学校生活の一日の流れや一週間の流れ
を考えながら，さまざまな活動にチャレンジしてい
く活動を行う。自分でできることを増やしたり，友
だちとのかかわりを広げたりできるようにする。
③Ⅲ期…４月28日（月），30日（水），５月１日（木）～
２日（金）
　 　ほぼ時間割に沿って学校生活を送ることに挑戦で
きるように活動を工夫する。帰りの会では，一日の
活動を思い出したり交流したりしながら小学校の生
活スタイルを確立できるようにする。
（3）Ⅰ期【エキストラカリキュラム】のポイント
　新しい人（頼れる大人や新しい友達との関係など），
もの（学校という場所，扱うことになるもの，生活ス
タイルなど），こと（学習や活動など）とのかかわり
を適切に経験させながら，小学校の生活に見通しをも
つことができるようにする。そのために，１～６日目
のテーマで小学校の生活との出会いを設定し，子ども
の意識を生み出すための活動を展開する。
（4）Ⅱ期【移行カリキュラム】のポイント
　通常の朝の会よりも時間を拡大して実施し，１日の
生活への見通しをもつもの，Ⅰ期での出会いや学びの
やり直しをするもの，子どもたちの関係発達をうなが
すための活動を設定する。
　○ 扱う内容…小学校で最も基礎となる小学校の生活
のきまりや約束
　　・ 時間割やチャイム，教室の移動，各教科・領域
等の学習，学級での集団生活など
　　・ 体を動かしたりスキンシップを図ったり体験し
て知ったりする活動
　○ 留意点…視覚的な支援の充実，SSTの実施，一人
一人への丁寧な声かけ
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（5）Ⅲ期【通常カリキュラム】のポイント
　帰りの会を充実させ，小学校の生活の基本形スタイ
ルに見通しをもちながら進んで活動し，それを自覚で
きるような工夫を行う。
　○扱う内容…１日の生活のふり返り活動
　　・ 自分から見通しもって取り組んだ活動の感想
　　・周囲の友達と自分の経験や感覚の比較
　　・ 次の日や来週，今後の活動への期待感等の確か
め
　○ 留意点…人や環境等とこれまで以上に積極的にか
かわる場の設定，十分な時間の保障相手を意識し
て話したり聞いたりする技能の習得，教科学習と
の結び付き
（6）ランチルーム等の環境づくりのポイント
　子どもたちが，安心・安全な場所で，好きな活動を，
夢中になったり，なかのよい友達や安心できる大人と
かかわったりすることで，小学校の生活へと意識が移
行できるようにすることをねらう。
　○ 物的・空間的環境の構成…思いっきり出し切る自
分→友達同士の豊かなかかわり
　　・ 折り紙・あやとり・積み木・絵本・けん玉・お
絵かきノートなどの玩具
　　・ 小運動場等での体を動かす遊び
　○ 留意…ランチルームでは，机やいすの代わりに
カーペットを敷いてブースを設定
　　 小運動場では，体育科の授業での遊具遊びの学習
と結び付けて時期を設定
　　 利用時間は，登校後から学級開きの会及び朝の会
の開始まで
　　この教室へは学級担任でない教員を配置
　　・子どもたちの姿を観察
　　・友達関係や行動の傾向の把握　　　
　　・ 安全に管理と必要に応じた子どもたちへかかわ
り
（7） 保育園や幼稚園の子どもたちとの交流活動のポ
イント
　１年間に６回程度，保育園や幼稚園と実施時期や内
容を検討しながら保幼小交流活動を実施する。
　○ 実施可能な内容…生活科で取り組む季節の遊びの
紹介，体育科でのプール遊び学校行事の公開，新
入学児一日入学
　○ 留意点…一緒に活動する→ 園児と児童が互いに
名前を覚え合ったり親しみを抱いたりする関係
　※ なお，この実践は，備前市立伊部小学校　教
頭　野田忠宜（2019年現在）の原案を元に作成し
たものです。
〔ランチルームの様子〕
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□Ⅱ期【移行カリキュラム】
時間 Ａ Ｂ Ｃ 備考
登校～8:15
8:15～8:30
8:30～8:40
9:25～9:35 トイレの習慣化※トイレに一名配置
10:20～10:30
11:15～11:25
給食当番が一巡するま
でこの時間帯で行う
12:10～13:15
13:15～13:30
13:15～13:35 予鈴・移動
13:35～13:50
13:50～14:00 余裕をもって集合場所へ移動
14:45～14:55
14:55～15:05
15:05～15:10
15:10～
その他
ランドセル、帽子
歯ブラシ、コップ、マスク
提出物など
※スマイルタイム（ST）
    コミュニケーションスペース
（CS）
トイレ
学校行事（健・安）
聴力検査
※事前指導…手順、約束
   を図・言葉で提示及び
   説明
下校場所に送り出した
後は家庭訪問の支度
※１４：３０～
教科…30分間程度
トイレの習慣化
※トイレに一名配置
教科…30分間程度
音楽…保幼を参考
帰りの準備は余裕をもっ
て
金曜日は特別な片付け
※歯ブラシ、コップ、エプロン
音楽科
たのしく歌おう
※お歌、踊り、その他
ごみ拾い
給食・片付け・歯みがき
トイレ
14:00～14:45 5
掃除
休憩・移動
配布物、帰りの用意、帰りのあいさつ
集合・整列
一斉下校　※14:10～
給食準備・給食
昼休み
下校
帰りの用意
帰りの会
集合・整列
休憩・移動 自由あそび
体育
遊具の使い方
※2年生に教えてもらう
11:25～12:10 4
道徳・SST・学校行事
…30分間程度
トイレの習慣化
※トイレに一名配置休憩・移動
10:30～11:15 3
学校行事（健・安）
聴力検査
※事前指導…手順、約束
   を図・言葉で提示及び
   説明
算数科
かずとすうじ
※ペア学習…お話をし合う
算数科
かずとすうじ
※ペア学習…お話をし合う
給食準備
みんなでやってみよう
9:35～10:20 2
算数科
かずとすうじ
※ペア学習…お話をし合う
特別活動・学級活動
あさのかいをしよう
学校行事（健・安）
聴力検査
※事前指導…手順、約束
   を図・言葉で提示及び
   説明
休憩・移動
小学校入門期カリキュラム
活動内容
荷物片付け・提出物
自由時間
６年生と一緒に行
う
※黒板等に図・言葉を提示
※CS・小運動場へ一名ずつ配置
※行動の特徴、人間関係の把握
及び時間の確認
朝の活動・その他
朝の会・授業準備 １年生が中心で行う
※時間の保障
※教室で机・いすを使用
※１日の活動を丁寧に
確かめる
※Ⅰ期に学んだことの確
　かめ
8:40～9:25 1
7日目（4/18）
特別活動・学級活動
あさのかいをしよう
８日目（4/21）
ランドセル、帽子
提出物など
※スマイルタイム（ST）、コミュニケーションスペース（CS）
特別活動・学級活動
あさのかいをしよう
MENU：朝のあいさつ、朝の歌、 日直の話、1日の予定、担任
の話
※日直の仕事や進行の仕方の確かめ、1日の活動の確かめ（見通し）
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□Ⅱ期【移行カリキュラム】
時間 10日目 11日目 12日目 13日目 備考
登校～8:15
8:15～8:30
8:30～8:40
9:25～9:35 トイレ・チャイムの習慣化
トイレ
10:20～10:40
10:40～10:45 予鈴・移動
11:30～11:40
教科…30分間程度
音楽…保幼を参考
給食当番が一巡するま
でこの時間帯で行う
12:25～13:15
13:15～13:30
13:15～13:35 予鈴・移動
13:35～13:50
帰りの準備は余裕をもっ
て
13:50～14:00 トイレ 余裕をもって集合場所へ移動
教科・学活・道徳
下校場所に送り出
した後は家庭訪問
の支度(9，10日目)
※１４：３０～
帰りの用意
帰りのあいさつ
集合･整列
14:45～14:55
14:55～15:05
15:05～15:10 余裕をもって集合場所へ移動
15:10～ 一斉下校　※15:10～ 1年生下校 １・２年生下校
下校は、
最年長学年に
協力要請
その他
帰りの準備は余裕をもっ
て
通学班交通教室
帰りの用意、帰りのあいさつ
集合･整列
教科・学活・道徳
8:40～9:25 1
休憩・移動
9:35～10:20 2
小学校入門期カリキュラム
1年生だけで行う
※黒板等に図・言葉を提示
※CS・小運動場へ一名ずつ配
置
※行動の特徴、人間関係の把
握
   及び時間の確認
ランドセル、帽子
提出物など
※スマイルタイム（ST）、コミュニケーションスペース（CS）、小運動場
活動内容
荷物片付け・提出物
自由時間
朝の活動・その他
14:00～14:45 5
帰りの用意
10:45～11:30 3
休憩・移動
11:40～12:25 4
給食準備・給食
帰りの会
集合・整列
下校
昼休み
掃除
休憩・移動
業間時間
１年生が中心で行
う
※時間の保障
※教室で机・いすを使用
※１日の活動を丁寧に
確かめる
※Ⅰ期に学んだことの
確かめ
特別活動・学級活動
あさのかいをしよう
MENU：朝のあいさつ、朝の歌、 日直の話、1日の予定、担任の話
※日直の仕事や進行の仕方の確かめ、1日の活動の確かめ（見通し）
国語科
※参観日
教科…30分間程度
学活…0.5時間
朝の会・授業準備
小運動場へ一名ずつ配置
※トイレ、チャイムの習慣化
学校行事（健・安）
心臓検診
※教室より全員で移動
生活科
せんせいたんけん
インタビュー、握手
まとめ
※カードにイラスト
教科・学活・道徳
外あそび
トイレ
教科・学活・道徳
ごみ拾い、配布物
道徳・SST・学校行事
…30分間程度
13日目学級懇談
トイレ・チャイムの習慣
化
※トイレに一名配置
金曜日は特別な片付け
※歯ブラシ、コップ、エプロン
昼休み
教室・図書室・小運動場
ごみ拾い、配布物
給食
片付け
歯みがき
教科・学活・道徳
トイレ
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□Ⅲ期【通常カリキュラム】
時間 14日目 15日目 16日目 17日目 備考
登校～8:15
ランドセル、帽子
歯ブラシ、コップ、マスク
提出物など
※荷物片付け
1年生だけで行う
8:15～8:30 全校朝会※教室より全員で移動
CS・小運動場へ一名ずつ配置
※行動の特徴、人間関係の把握
　及び時間の確認
8:30～8:40
通常の時程に沿って
9:25～9:35 トイレ・チャイムの習慣化
10:20～10:40
10:40～10:45 予鈴・移動
教科・学活・道徳
…30分間程度
11:30～11:40
給食当番が一巡するま
でこの時間帯で行う
12:25～13:15 給食・片付け・歯みがき
13:15～13:30
13:15～13:35 予鈴・移動 チャイムの習慣化
13:35～13:50
13:50～14:00 集合・整列 トイレ・チャイムの習慣化
一斉下校　※14:10～
14:45～14:55
14:55～15:05
15:05～15:10
15:10～ １・２年生下校 一斉下校 1年生下校
下校は、
最年長学年に
協力要請
その他
トイレ・チャイムの習慣化
教科・学活・道徳
…30分間程度
ごみ拾い、配布物
帰りの用意
学級活動
かえりのかいをしよう
日直の仕事、会の進行
※実践マニュアル参照
外あそび
トイレ
特別活動
一年生を迎える会
全校・てわり班遊び
※班ごとに自己紹介
教科・学活・道徳
そうじ
みんなでやってみよう
 週末は特別な片付け
※歯ブラシ、コップ、エプロン
給食・片付け・歯みがき
昼休み
教室・図書室小運動場
移動
給食
片付け
歯みがき
※歯ブラシ、コップ、運搬
業間時間
活動内容
荷物片付け・提出物
自由時間
朝の活動・その他
朝の会・授業準備
ランドセル、帽子
※荷物片付け
スマイルタイム（ST）
於：コミュケーションスペース（CS）・小運動場
学校行事（健・安）
身体測定・視力検査
※教室より全員で移動教科・学活・道徳
トイレ
教科・学活・道徳
給食準備・給食
教科・学活・道徳
道徳
やさしさ
※特活の延長から 教科・学活・道徳
教科・学活・道徳
トイレ
給食準備
みんなでやってみよう
トイレ
教科・学活・道徳
8:40～9:25 1
休憩・移動
9:35～10:20 2
小学校入門期カリキュラム
14:00～14:45 5
教科・学活・道徳
…30分間程度
朝の会
健康観察
配布物、帰りの用意
学級活動
かえりのかいをしよう
日直の仕事、会の進行
※実践マニュアル参照
配布物、帰りの用意
学級活動
週末の帰りの用意
※歯ブラシ、コップ、マスク
　その他
かえりのかいをしよう
 日直の仕事、会の進行
※実践マニュアル参照
小運動場へ一名ずつ配置
※トイレ、チャイムの習
  慣化
教科・学活・道徳10:45～11:30 3
休憩・移動
11:40～12:25 4
帰りの会
集合・整列
下校
昼休み
掃除
休憩・移動
帰りの用意
「配布物、帰りの会～
集合整列」を余裕をも
って
※次の日より、帰りの
会
も普段の時程に沿っ
て行うことを確認
配布物、帰りの用意
帰りのあいさつ
生活科
そうじばしょたんけん
場所・道具・時間・音楽
※掃除の仕方、やくそく
学級活動
みんなでやってみよう
※分担場所と道具、
　準備と片付けの役割
集合・整列
トイレ
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５　実践成果の考察と課題
（1）　第１の視点について
　入学して最初の７日間をⅠ期と位置づけ，エキスト
ラカリキュラムを実施した。入学式では，６年生と手
をつないで入場し，終わると教室まで送ってもらう。
下校も，地区の５，６年生と一緒に下校する。
  ２日目は学級ごとに学級開きや１階にある施設の探
検を担任や支援員の先生と行う。４日目から，朝はラ
ンチルームで幼稚園のように自分で選んだ遊びを行う
ことで，友だち関係を広げたり学校に来ることを楽し
みにしたりできるようにした。また，２年生とペアー
を組み自由に学校探検をすることでそれぞれの児童が
学校様子を知ることができるようにする。６日目ぐら
いから，少しずつ国語や算数の学習を始めて行くよう
にする。
　このようにスモールステップで学校や先生，友だち
と関わっていくことで，学校生活に慣れ自信が生まれ
るように活動を組み，児童に関わっていった。
　課題としては，全職員での共通の取り組みするため
の方策が必要だった。どうしても１年の担任が中心と
なって取り組むので，他の学年の教師の関わりが少な
くなるという点を解決することが重要になる。
　そのために，職員会議で全体に説明することや，協
力体制を整えることが管理職の責務になると思われ
る。
（2）　第２の視点について
　Ⅱ期の移行カリキュラムを中心に，またⅢ期の通常
カリキュラムも使って１日の流れを意識した学習への
取り組みを少しずつ行っていった。学年が３クラスの
ため，保健などの学校行事をクラス単位で順に行い，
全クラスでおこなうことのできる活動や授業はどのク
ラスも同じように実施した。５月の連休明けから通常
の時間割で授業を行うように計画した。それまでは，
45分の授業時間を児童の実態に応じて短くするなどの
対応を行った。
　課題としては，ⅠからⅢ期のカリキュラムを創って
実施したが，クラスの実態によってきちんと移行でき
なくなることがあり，どの時点で変更するのかをもっ
と柔軟に行う必要があると思われる。
　また，指導要領に記載されている，中学年以降への
接続を意識した取り組みをもっと長いスパンで行うこ
とも考える必要がある。
（3）　第３の視点について　
　Ⅰ期からの活動でも，クラスの友だちとの活動やラ
ンチルームでのクラスを超えた友だちとの活動などな
どとともに，生活科の授業で６年生や２年生のお兄さ
んお姉さんとの活動を通して児童が自信をもって様々
な活動を行っていくように計画した。
　今後，生活科の授業を中心として，探検での自分の
ひみつを見つけ，それを発表する活動から，次のひみ
つ見つけを行うことや野菜を育てる活動で自分の野菜
の世話を通学路で知り合った地域の人や友だちの祖父
などに聞きながら世話をしていくことなどの活動を行
うことで友だちと力を合わせることの良さが実感でき
るようにすることが必要となる。
（4）　第４の視点について
　スタートカリキュラムが始まったのは，平成20年の
指導要領の改訂からである。その後の10年間は，生活
科の中での取り組みになっていた。今回の実践は，そ
の時期のものである。平成29年の改訂では他教科での
取り組みと同時に，幼稚園教育要領で示された幼児ま
でに育ってほしい姿から小学校が始まることや，低学
年の教育全体の充実を図ること，そして，全職員の取
り組みとなるようにすることが明示された。
　スタートカリキュラムが，低学年の教師のものとな
ると全校の取り組みにはなっていかない。全職員でカ
リキュラムを創っていくことが求められている。
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